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研究成果の概要（和文）：歴史的な琉球漆器を科学分析したところ、日本や中国に生育するウルシの木の樹液やベトナ
ムに生育するハゼノキ の樹液が利用され、これらはぞれぞれ単独に、あるいは混合して使われていた。琉球漆器から
ウルシオールが検出されたものは漆膜中のSr同位体比を分析したところ中国産の漆であることが分かった。また漆器の
木質材料を分析したところ多くは中国産の杉「コウヨウザン」であることが分かった。このことから琉球の漆器作りは
中国や東南アジアとの交流や交易の中で行なわれていたと考える。さらに琉球漆器の制作年代や加飾法の違いなどと漆
の原材料の入手の関連を研究することが重要になってきた。

研究成果の概要（英文）：The analysis results of Ryukyu lacquer wares showed that lacquer sap tapped from 
Toxicodendron vernicifluum and Toxicodendron succedanea lacquer trees grown on the Asian continent were 
used along and/or combined as a coating material. Ryukyu an independent kingdom at same point in its 
history and traded very actively with surrounding countries. The analysis results of this study confirmed 
that Ryukyu people efficiently used the imported coating materials along or in a mixture to make 
lacquerwares using many techniques, such as mitsuda-e and hakue.

研究分野： Scientific studies on cultural properties
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1.研究開始当初の背景
ウルシはアジアに広く生育しているが、主

に次の 3系統の漆が漆塗りに利用されてきた。
①日本・中国・朝鮮半島に生育するウルシの
木 Toxicodendron vernicifluum 。②ベトナム・
台湾に生育するウルシ（ハゼノキ）
Toxicodendron succedanea。③タイ・ミャンマ
ーに生育するウルシ（ブラックツリー）Gluta 
usitata。これらの主成分は異なり、日本・中
国産ウルシの主要な成分はウルシオールで、
ベトナム産はラッコールで、タイ・ミャンマ
ー産はチチオールである。これらの識別は熱
分解-GC／MS（ガスクロマトグラフィー／質
量分析法）を用いると容易に識別が可能であ
る。しかし日本産漆液と中国産漆液は共に
Toxicodendron vernicifluum漆で同じウルシオ
ールを主成分とするため識別できない。そこ
で漆膜の Sr（ストロンチウム）同位体比を測
定することで、それらを識別する分析法を開
発した。申請者はこれまで東南アジアの漆液
の成分組成分析と乾燥・硬化性を調査し報告
してきた。また古い琉球漆器を熱分解-GC／
MS 法で分析したところウルシオールを含む
漆 Toxicodendron vernicifluumとラッコールを
含むハゼノキ漆 Toxicodendron succedanea が
あることが分かった。琉球漆器の製造に使わ
れた漆液については、古い文献に日本から輸
入した和地漆や吉野漆を利用し、また中国か
ら輸入した唐漆も使われたとの記録もある。
その他八重山にウルシを植林した記録や琉
球の農民の漆液に課税したとの記録もある。
琉球ではどの漆を栽培していたのか、あるい
は漆液をどこから輸入していたのか実証が
必要になった。琉球漆器は地元で使うだけで
なく、琉球文化の象徴として交易品として日
本、中国、韓国に輸出され、またヨーロッパ
の国々にも渡った。それらは現在浦添市美術
館や海外の博物館や美術館で展示・所蔵され
ている。漆器は大変強固で高い耐久性がある
が、紫外線に弱く、また素地は乾燥に弱いた
め劣化が進んだものが多くあり、保存・修復
が必要になっている。修復の際生じた剥落塗
膜が得られ、我々はその剥落片を用いた歴史
的な琉球漆器の科学分析に取り組んでいる。
我々の科学分析は一種の破壊分析であるが、
有機物を非破壊分析する手法はない。しかし
我々が採用している熱分解-GC/MS法、Sr（ス
トロンチウム）同位体比分析法及びクロスセ
クション法などは極めて微量（約 1mg）の試
料で分析できる特徴がある。

２．研究の目的
	
 琉球漆器は箔絵、螺鈿、堆錦などの高い制
作技術で、日本や中国にない独自のデザイン
で琉球文化を発展させてきた。しかし琉球漆
器の製造に使われた漆原料がどのような種
類の漆を使ったかについては解っていない。
我々は熱分解-ガスクロマトグラフィー/質量
分析の利用法を開発し、歴史的な漆器に使わ
れた漆が日本・中国の漆 Toxicodendron 

vernicifluumであるかベトナム・台湾のハゼノ
キ漆 Toxicodendron succedaneaか、タイ・ミャ
ンマーのブラックツリー漆 Gluta usitata であ
るか識別を可能にした。本研究の目的は歴史
的な琉球漆器に使われた漆原料の産地を決
定することにある。さらに、この研究をもと
に琉球王朝時代の漆や漆器の交易・流通の実
態を明らかにするとともに琉球の漆工法を
研究する。

３．研究の方法
研究は、まず現生の漆試料について分析す

る 。 各 地 の ウ ル シ の 木 Toxicodendron 
vernicifluum、漆液を採取し、熱分解-GC/MS
分析法、Sr同位体比分析法を用いて基礎的な
データを収集する。また歴史的な琉球漆器片、
出土漆器片、寺院などの建造物塗装片は熱分
解-GC/MS 分析法、Sr 同位体比法、クロスセ
クション法及び年代測定を行う。歴史的な琉
球漆器の科学分析では特にハゼノキ漆
Toxicodendron succedanea については地元産
か、ベトナム産か確定できない。そこで本研
究ではハゼノキ漆 Toxicodendron succedanea
の産地を識別できるよう Sr 同位体比法と熱
分解-	
 GC/MS 分析法、クロスセクション法
を組み合わせた分析法を確立する。これをも
とに琉球漆器がどのような漆を使っていつ
できたのか、また漆や漆器に利用された漆原
料の使い方、交易や流通の実体を明らかにす
るとともに漆工芸を研究する。

４．研究成果
	
 我々は歴史的な箔絵、密陀絵、螺鈿など加
飾のある琉球漆器である膳、盆、櫃などの剥
落片を用いて熱分解-GC／MS法や、漆樹が生
育する土壌中の微量な Srが、漆液に取り込ま
れる Sr 同位体比は異なり、日本産漆
Toxicodendron vernicifluum と 中 国 産 漆
Toxicodendron vernicifluumではその同位体比
に違いがあり、それを詳しく測定することで、
両者を識別することが可能になる分析法を
を応用して産地同定を検討した。また漆器の
加飾に使われた顔料や添加物の分析、漆膜の
クロスセクション観察、顕微 IRスペクトル、
蛍光 X 線分析及び下地材料を分析すること
で、漆器の製作に使われた漆の原料や、その
産地同定を検討した。
	
 歴史的な琉球漆器を研究対象にして種々
の科学分析で評価しただけでなく、比較のた
めに日本の古い漆器、ベトナム、中国、韓国
などの漆や漆器についても分析し、各種デー
タを収集した。それらのデータを基に、歴史
的な琉球漆器を科学分析したところ、漆原料
は中国産の漆 Toxicodendron vernicifluumが使
われている漆器があり、また東南アジア産の
漆 Toxicodendron succedanea を利用したもの
もあった。また、それら漆器を作る上の木質
材料も中国由来のものがあり、歴史的な琉球
漆器の制作は中国や東南アジアとの交流と
交易の中で発展し、そこに琉球独自の漆工技



法で加飾が施されたように考える。これを結
論付けるには琉球漆器の制作年代や、技法や
加飾の相違などから、さらに多くの琉球漆器
を科学分析し比較検討する必要性を感じた。 
	
 琉球王朝時代の琉球漆器の制作は、周辺国
との漆や漆器の交易・流通の中で発展し、独
特の漆器制作の体制ができたように考える。 
	
 以上の研究成果は関連する学会や研究論
文誌に論文として報告してきたが、今後も得
られた成果を精査し、更に研究報告する予定
である。
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